（３）　夏の行事
端午の節句
５月５日　「端午の節句」で、菖蒲の節句ともいわれる。尚武に通じるところから男子の節句といわれるが、

また一面、菖蒲・かや・よもぎを束ねて屋根に投げ上げる風習からみて、かやは剣のように切れ、菖蒲やよもぎは高い香りをはなち魔よけの力があるといわれるところから来ているとも言われる。

　神棚には松と共に菖蒲、かや、よもぎが飾られ、「おみきどく」には菖蒲を指して供えた。この菖蒲の使いかたは部落でいろいろあるようで、悪魔よけに「しょうぶ湯」にしたり、背が高くなるようにふとんの下に敷いて寝たりした。


　またこの日は「ちまき」を作るが、これは米を洗い上げたものを粉にして水でこね、笹やかやの葉で何枚も重ねて包んで蒸した。男子の生まれた家では嫁の実家から祝ってくれた武者絵の大きい幟を家の前に立てて子供の成長を願った。武者絵幟を立てたのは昭和１０年代までで、今はほとんど見られない。

宮ごもり
宮ごもり　橋津独特の行事として「宮ごもり」がある。終戦までは旧暦の５月と９月の年２回行われた。各町


内ごとに伍長が中心となって良い日を選び、町内こぞって老若男女が参加する。これにはおみきやごちそうをたずさえて午前１１時ごろから神社の拝殿に集まり、宮司からお祓いを受けたあと「こもり堂」に移り、お神酒をいただきながら一同が盛大に会食する。これは休日とてない庶民の休養と、町内の懇親の場として午後３時頃まで続けられた。
れんげ
６月１５日　この日は「れんげ」といって小麦を食う日とされており、小麦粉をこねて中にあんを入れ、みょ


　うがの葉に包んで焼いた。これを「かたやき」といっている。
七夕さん
７月７日　「七夕」星まつりの日である。この日は、天の川の両岸にある牽牛星と織女星とが年に１度相会す


る夜の星を祭る日で、また女子の手芸上達を祈る祭りでもある。

　小さなたんざくに「天の川」とか子供たちの願いなどを書いて笹に結びつけて飾り、また、すいか・うり・とうもろこし・とまと・なすなどの農作物を供える。夜はあずき飯を炊いて供えた。


　８日の朝は、竹やお供物を川に流すならわしになっているが、最近は子供会などで合同七夕まつりが行われるようになった。
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